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の独創ではなく、 『詩薮』よりかなり前の宋末の詩論にも同じような「気運説」が説かれている。 w 日本詩史』の成









































































でまず察振楚 (2001) の「中国詩話史」を参考にして中国詩話を「逸話型」と「詩論型j の 2 類型に分け、この 2 類
型を参照系として日本詩話を検討し、いずれにも当てはまらないという結果を得たことは、著者の研究方法の新しさ
を示すものであろう。
また、先行研究が日中詩話の聞に「一対一」の対応関係をたてて影響を論じているのに対し、著者が当然ともいえ
るが、 1 つの日本詩話には複数の中国詩話が影響を与えているという、中国詩話からの影響の複合性を指摘している
点も、その研究の着実さから出た結果である。
ただし、「影響」という語をかなり幅広い意味で用いているために、影響の強弱を判断する基準が時として暖昧に
なる点が惜しまれるが、それも全体の価値を損なうものではない。
以上のように、本論文は博士(言語文化学)の学位請求論文として十分に価値あるものと認められる。
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